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研究成果の概要（和文）： 
顔面神経の神経枝である、鼓索神経が障害されると三叉神経支配の舌知覚に異常が出る事を確
認した。この知覚異常をモノフィラメント圧痛計と２点間の識別能を調べるディスククリミネ
ーターによって定量化し、術後の機械刺激に対する閾値が術前に比べて上昇していることを確
認し、鼓索神経の障害こそが痺れの原因である事が判明した。また膝神経節における TRP ファ
ミリーの発現変化は有意ではなかった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  Patients often complain of taste disorder and tongue numbness after middle ear surgery. 

In the present study, postoperative trigeminal sensation of the tongue was examined by 

Sennes-Weinstein sensory test (SW test) and two-point discrimination tests. There were 

no significant differences on SW test, two point discrimination tests or EGM although 

the threshold of each test was elevated after surgery. The expression of TRP family in 

Geniculate Ganglion was no significant after cholda tympanic nerve injury. There findings 

suggested that injury to the chorda tympani nerve during middle ear surgery induces 

trigeminal disorder together with taste disorder.  
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１．研究開始当初の背景 
近年, 次々と発見されている温度感受性イ
オンチャネルは TRPスーパーファミリーを形
成し、哺乳類では 6 つのサブファミリーに分

かれている。1997 年にカプサイシン受容体
TRPV1 がクローニングされ、それ以降 TRP ス
ーパーファミリーの受容体遺伝子が次々に
クローニングされた。我々はこれら TRPチャ
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ンネルが体内の様々な部位に発現し、急性痛
の発現や慢性痛の発現・維持に関与している
ことを報告してきた。また冷刺激に対する受
容体として報告された TRPM8 と TRPA1は、そ
れぞれメントールとマスタードオイルによ
って活性化されることが報告された。最近で
はカプサイシンやメントールが「苦味」を惹
起するという報告や、味蕾での TRPV1、TRPM8
の発現についても報告され、耳鼻科領域でも
これら TRPチャンネルの役割が注目されつつ
ある。我々は 2006 年に顔面神経の膝部にあ
り舌の前半部、軟口蓋の味覚と外耳道皮膚の
触覚を司る膝神経節に TRPA1と TRPV1が発現
している事を発見した 
 
２．研究の目的 
膝神経節の末梢神経である鼓索神経は耳科
手術でしばしば切断を余儀なくされ、術後の
味覚低下の原因となる。我々は以前にラット
で鼓索神経を切断するモデルの作製に成功
した。そこで味覚にも関係する TRP ファミリ
ーの神経切断モデルでの発現変化を確認す
る事で術後の味覚低下の原因を同定する。ま
た、実際の耳手術患者の術前術後の知覚異常
を定量化し、鼓索神経障害との関係を調査す
る。 
 
３．研究の方法 
顔面神経の神経枝である、鼓索神経が手術に
よって侵襲される事で、三叉神経支配の舌知
覚に異常が出る事を確認するため、知覚異常
をモノフィラメント圧痛計と２点間の識別
能を調べるディスククリミネーターによっ
て定量化した。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
４．研究成果 
術前の味覚障害のない患者で電気味覚検査
が術後上昇する患者では舌のしびれを有意
に訴える事が判明した。顔面神経の神経枝で
ある、鼓索神経が手術によって侵襲される事
で、三叉神経支配の舌知覚に異常が出る事を
確認した。この知覚異常をモノフィラメント
圧痛計と２点間の識別能を調べるディスク
クリミネーターによって定量化し、術後の機
械刺激に対する閾値が術前に比べて上昇し
ていることを確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 



 

 

従来、舌の知覚神経は三叉神経であって味覚
は顔面神経分枝の鼓索神経が支配している
とされていたが、我々の研究では術後の三叉
神経閾値と術後の舌の痺れ感の間に有意な
関係はなく、鼓索神経の障害こそが痺れの原
因である事が判明した。 
 
 
ラットで鼓索神経を切断するモデルでの同
側、対側膝神経節での神経栄養因子の上昇を
確認し、耳手術術後の味覚低下とその回復に
重要な役割を担っていることを確認した。 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
またラット鼓索神経障害モデルにおいて、三
叉神経や三叉神経節において、機械刺激受容
体である TRPV1や TRPA1などの発現変化を確
認したが、有意ではなかった。 
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